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まとめ

• 実験機の運転において、仮焼炉排ガス中のCO2濃度80vol％以上、仮焼炉出
口での炭酸カルシウム成分の脱炭酸率90％以上、プレヒータでの発生CO2
の回収率85％以上とステージゲート目標を達成し、実証機の設計に関する
データ（脱炭酸に必要な温度、滞留時間等）を得て基本仕様に反映した。

• 当初想定されたプロセスフローに対し、設備構成の変更から、CO2回収率
が高く早期に実用化が可能なフローを考案した。

• メタネーション実験機を用いて、C2SPキルン実験機で回収した排ガスを原
料とした前処理を含むメタネーションの試験運転を実施し初期メタン転換
率90％以上を達成した。また、8,000時間運転後のメタン転換率80％以上
の見通しを得た。

• 余剰合成メタンの都市ガス導管供給へ向けたFSとして、合成メタン中の不
純物除去（精製）システムを構築し、精製を含めた改質化システムを簡易
設計し、コストを試算した。
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